
(57)【要約】

【課題】車体への比較的簡単な部材追加で上下曲げ振動

を抑制することのできる鉄道車両車体の曲げ振動抑制方

法を提供する。

【解決手段】車体１０には、屋根１１と床１３とを結ぶ

連結部材２１、２３、２５、２７が取り付けられている

。連結部材（スタンションポール）２１は、上端がクー

ラー枠１２内側の屋根１１に固定されており、下端が床

１３に固定されている。このスタンションポール２１は

、屋根１１－床１３間で突っ張った状態でしっかりと支

持されている。そして、このスタンションポール２１に

よって、車体１０の剛性が向上し、弾性振動が効果的に

抑制される。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鉄 道 車 両 用 車 体 の 剛 性 低 下 に 伴 う 車 体 上 下 曲 げ 振 動 を 、 該 車 体 の 屋 根 構 造 体 と 床 構 造 体 と
を 結 ぶ 連 結 部 材 を 取 り 付 け る こ と に よ り 抑 制 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 屋 根 構 造 体 と 前 記 床 構 造 体 と の 間 を 結 ぶ ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル を 設 け る こ と を 特 徴 と す
る 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
鉄 道 車 両 用 車 体 の 剛 性 低 下 に 伴 う 車 体 上 下 曲 げ 振 動 を 、 該 車 体 の 屋 根 構 造 体 と 床 構 造 体 と
を 結 ぶ 連 結 部 材 を 取 り 付 け る こ と に よ り 抑 制 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 連 結 部 材 に 振 動 減 衰 作 用 を 持 つ 要 素 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ
振 動 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
鉄 道 車 両 用 車 体 の 剛 性 低 下 に 伴 う 車 体 上 下 曲 げ 振 動 を 、 該 車 体 の 屋 根 構 造 体 と 床 構 造 体 と
を 結 ぶ 連 結 部 材 を 取 り 付 け る こ と に よ り 抑 制 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 屋 根 構 造 体 と 前 記 床 構 造 体 間 と を 車 体 側 壁 を 経 由 し て 結 ぶ ポ ー ル を 設 け る こ と を 特 徴
と す る 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 車 体 の 側 構 造 体 の 変 形 を 抑 制 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 鉄 道 車 両 用 車 体 の
曲 げ 振 動 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 屋 根 構 造 体 が ク ー ラ ー 枠 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ３ 記 載 の 鉄 道 車 両 用 車
体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 振 動 減 衰 作 用 を 持 つ 要 素 が 粘 弾 性 ダ ン パ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 鉄 道
車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 振 動 減 衰 作 用 を 持 つ 要 素 が 粉 体 ダ ン パ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 鉄 道 車
両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 鉄 道 車 両 用 車 体 の 上 下 曲 げ 振 動 を 抑 制 す る 方 法 に 関 す る 。 特 に は 、 車 体 へ の 比
較 的 簡 単 な 部 材 追 加 で 上 下 曲 げ 振 動 を 抑 制 す る こ と の で き る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 背 景 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 鉄 道 車 両 の 軽 量 化 が 進 ん で お り 、 こ れ に 伴 っ て 鉄 道 車 両 用 車 体 の 剛 性 が 低 下 す る 傾
向 が あ る 。 車 体 の 剛 性 が 低 下 す る と 、 車 体 の 弾 性 振 動 （ 上 下 曲 げ 振 動 ） の 発 生 が 顕 著 と な
る 。 こ の よ う な 弾 性 振 動 は 、 乗 客 数 の 増 減 に よ っ て 発 生 具 合 が 変 化 す る が 、 人 間 が 最 も 敏
感 な 周 波 数 帯 域 に お い て 発 生 す る 場 合 も 多 く 、 乗 り 心 地 悪 化 の 原 因 に も な っ て い る 。 こ れ
に 対 し 、 現 状 で は 、 車 体 に 粘 弾 性 層 と 拘 束 層 か ら な る 制 振 材 を 貼 付 し た り 、 ア ク テ ィ ブ あ
る い は セ ミ ア ク テ ィ ブ 制 御 を 行 な う 等 を し て 、 車 体 の 弾 性 振 動 を 低 減 す る こ と が 提 案 さ れ
て お り 、 現 在 も 研 究 が 進 め ら れ て い る 。 な お 、 車 体 に 制 振 材 を 付 加 し て 弾 性 振 動 の 低 減 を
図 る 事 例 は 、 既 に 新 幹 線 で 実 用 化 さ れ て い る （ 鈴 木 康 文 ら に よ る 『 鉄 道 車 両 の 車 体 曲 げ 振
動 の 制 振 法 』 、 Ｎ ｏ ． ９ ７ － １ 、 日 本 機 械 学 会 第 ７ ４ 期 通 常 総 会 講 演 会 講 演 論 文 集 （ Ｉ ）
、 ｐ ｐ ． ６ ９ １ ～ ６ ９ ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 鉄 道 車 両 用 車 体 の 上 下 曲 げ 振 動 に つ い て よ り 詳 し く 説 明 す る 。
図 ４ は 、 鉄 道 車 両 用 車 体 の 弾 性 振 動 の 発 生 状 態 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
鉄 道 車 両 用 車 体 は 、 前 述 の よ う に 軽 量 化 で 剛 性 が 低 下 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 屋 根 １ ０
５ と 床 １ ０ ６ が 互 い に 逆 向 き に 曲 が る 振 動 が 起 こ り 易 く な る 。 さ ら に 、 屋 根 １ ０ ５ と 床 １
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０ ６ が 別 々 に 振 動 す る 等 、 複 雑 な 振 動 が 生 じ る 場 合 も あ る 。 屋 根 １ ０ ５ と 床 １ ０ ６ が 相 対
変 位 振 動 （ 異 な る 変 形 形 状 や 位 相 差 を も つ 振 動 ） し た り 、 車 体 各 部 が 局 所 的 に 振 動 し た り
す る と 、 著 し い 乗 り 心 地 低 下 が 引 き 起 こ さ れ る た め 、 そ の 対 策 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 車 体 へ の 比 較 的 簡 単 な 部
材 追 加 で 上 下 曲 げ 振 動 を 抑 制 す る こ と の で き る 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 第 １ 態 様 の 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 は 、 鉄
道 車 両 用 車 体 の 剛 性 低 下 に 伴 う 車 体 上 下 曲 げ 振 動 を 、 該 車 体 の 屋 根 構 造 体 と 床 構 造 体 と を
結 ぶ 連 結 部 材 を 取 り 付 け る こ と に よ り 抑 制 す る 方 法 で あ っ て 、 　 前 記 屋 根 構 造 体 と 前 記 床
構 造 体 と の 間 を 結 ぶ ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル を 車 体 の 屋 根 － 床 間 に 設 置 す る と 、 こ の ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル に よ っ て
車 体 の 剛 性 が 向 上 し 、 上 下 曲 げ 振 動 （ 複 雑 な 局 所 変 形 ） が 抑 制 さ れ る 。 し た が っ て 、 車 両
の 乗 り 心 地 の 悪 化 を 低 減 で き る 。 設 置 後 の ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル は 、 本 来 の 目 的 通 り に 乗 客
の 掴 ま る 柱 と し て 使 用 で き る 。 こ の よ う な 方 法 は 、 ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル の 既 存 車 両 へ の 設
置 が 容 易 で 安 価 で あ る と い う 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 第 ２ 態 様 の 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 は 、 鉄 道 車 両 用 車 体 の 剛 性 低 下 に
伴 う 車 体 上 下 曲 げ 振 動 を 、 該 車 体 の 屋 根 構 造 体 と 床 構 造 体 と を 結 ぶ 連 結 部 材 を 取 り 付 け る
こ と に よ り 抑 制 す る 方 法 で あ っ て 、 　 前 記 連 結 部 材 に 振 動 減 衰 作 用 を 持 つ 要 素 （ 以 下 、 ダ
ン パ ） を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。
ダ ン パ に よ り 、 振 動 エ ネ ル ギ を 吸 収 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ダ ン パ 特 性 に 応 じ て 、 エ ネ
ル ギ 減 衰 率 を 変 化 さ せ た り 固 定 さ せ た り す る こ と も で き る 。 ダ ン パ と し て は 、 粘 性 流 体 や
粘 弾 性 体 を 用 い た も の の ほ か 、 摩 擦 式 や 電 磁 粉 体 ク ラ ッ チ 式 等 の も の を 用 い る こ と が で き
る 。 こ の よ う な 方 法 も 、 既 存 車 両 へ の 設 置 が 容 易 で 安 価 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 第 ３ 態 様 の 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 は 、 鉄 道 車 両 用 車 体 の 剛 性 低 下 に
伴 う 車 体 上 下 曲 げ 振 動 を 、 該 車 体 の 屋 根 構 造 体 と 床 構 造 体 と を 結 ぶ 連 結 部 材 を 取 り 付 け る
こ と に よ り 抑 制 す る 方 法 で あ っ て 、 　 前 記 屋 根 構 造 体 と 前 記 床 構 造 体 間 と を 車 体 側 壁 を 経
由 し て 結 ぶ ポ ー ル を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。
こ の 態 様 に お い て も 、 前 述 と 同 様 に 車 体 の 上 下 曲 げ 振 動 を 抑 制 で き 、 車 両 の 乗 り 心 地 の 悪
化 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 第 ３ 態 様 の 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 に お い て は 、 前 記 車 体 の 側 構 造 体
の 変 形 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
こ の 場 合 、 車 体 の 上 下 曲 げ 振 動 を 抑 制 で き る と と も に 、 車 体 の 側 構 造 体 の 変 形 も 抑 制 で き
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 に お い て は 、 前 記 屋 根 構 造 体 が ク ー ラ ー 枠 で
あ る も の と す る こ と が で き る 。
ク ー ラ ー 枠 は 屋 根 構 造 体 の 強 度 部 材 で あ る た め 、 ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル や 車 体 側 壁 の ポ ー ル
を 、 車 体 の 屋 根 － 床 間 で 突 っ 張 っ た 状 態 で し っ か り と 支 持 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 鉄 道 車 両 用 車 体 の 曲 げ 振 動 抑 制 方 法 に お い て は 、 前 記 振 動 減 衰 作 用 を 持 つ 要 素 と
し て 粘 弾 性 ダ ン パ を 用 い る こ と が で き る 。 あ る い は 、 前 記 振 動 減 衰 作 用 を 持 つ 要 素 と し て
粉 体 ダ ン パ を 用 い る こ と が で き る 。
粘 弾 性 ダ ン パ を 用 い る 場 合 は 、 通 常 の オ イ ル ダ ン パ を 用 い る も の に 比 べ 、 メ ン テ ナ ン ス フ
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リ ー 、 低 コ ス ト と な る 利 点 が 得 ら れ る 。 な お 、 こ の よ う な 要 素 （ ダ ン パ ） と し て は 、 粘 性
流 体 を 用 い た も の 、 摩 擦 式 や 電 磁 粉 体 ク ラ ッ チ 式 等 、 減 衰 効 果 を 有 す る 他 の 様 々 な も の も
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 鉄 道 車 両 用 車 体 の 斜 視 図 で あ る 。
図 ２ は 、 同 車 体 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
図 ３ は 、 同 車 体 の 連 結 部 材 の 粘 弾 性 ダ ン パ を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 特 に 断 ら な い 限 り 、 レ ー ル の 長 手 方 向 （ 車 両 の 進 行 方 向 ） を 前 後
方 向 、 軌 道 面 に お け る レ ー ル 長 手 方 向 と 直 角 の 方 向 を 左 右 方 向 、 軌 道 面 に 垂 直 な 方 向 を 上
下 方 向 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 示 す 鉄 道 車 両 の 車 体 １ ０ は 、 屋 根 （ 屋 根 構 造 体 ） １ １ 、 床 （ 床 構 造 体 ） １ ３ 、 及 び
、 前 後 左 右 の 側 板 １ ５ ～ １ ８ を 備 え て い る 。 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ に は 図 示 さ れ て い な い が
、 床 １ ３ の 前 後 下 面 に は そ れ ぞ れ 台 車 が 設 け ら れ る 。 さ ら に 、 車 体 １ ０ が 中 間 車 両 の 場 合
は 、 前 後 の 側 板 １ ５ 、 １ ６ に 通 路 が 設 け ら れ る 。 こ の 車 体 １ ０ 自 体 の 構 造 は 、 従 来 よ り 使
用 さ れ て い る も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 屋 根 １ １ の ほ ぼ 中 央 部 に は 、 車 内 冷 房 用 ク ー ラ ー Ｃ （ 図 ２ 参 照 ） を 取
り 付 け る た め の ク ー ラ ー 枠 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
左 右 の 側 板 １ ７ 、 １ ８ に は 、 窓 Ｗ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 窓 Ｗ の 下 側
に は 座 席 シ ー ト Ｓ が 設 け ら れ て い る 。 座 席 シ ー ト Ｓ の 両 側 に は 、 着 座 区 分 の 羽 目 板 １ ９ が
取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 羽 目 板 １ ９ の 強 度 部 材 と し て の 役 割 に つ い て は 後 述 す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 の 形 態 の 車 体 １ ０ に お い て は 、 屋 根 １ １ と 床 １ ３ 間 に 、 以 下 に 述 べ る 各 連 結 部 材 ２
１ 、 ２ ３ 、 ２ ５ 、 ２ ７ が 設 置 さ れ て い る 。
連 結 部 材 （ ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル ） ２ １ は 、 上 端 が ク ー ラ ー 枠 １ ２ 内 側 の 屋 根 １ １ に 固 定 さ
れ て お り 、 下 端 が 床 １ ３ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル ２ １ は 、 屋 根 １ １ －
床 １ ３ 間 で 突 っ 張 っ た 状 態 で し っ か り と 支 持 さ れ て い る 。 ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル ２ １ は 、 乗
客 が 掴 ま り 易 い よ う 、 円 形 の パ イ プ 材 で 形 成 す る の が 好 ま し い 。 こ の ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル
２ １ に よ っ て 、 車 体 １ ０ の 剛 性 が 向 上 し 、 車 体 １ ０ の 弾 性 振 動 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル ２ １ の 上 端 は 、 ク ー ラ ー 枠 １ ２ 内 の ク ー ラ ー Ｃ に 直 接 固 定 し 、
ク ー ラ ー Ｃ の 自 重 を 支 え る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 オ プ シ ョ ナ ル 荷 重 を 支 え る だ け の
場 合 は 、 タ ー ン バ ッ ク ル 状 に し て 伸 縮 可 能 と す れ ば 、 不 要 時 に は 取 り 外 し て 座 席 Ｓ 下 側 等
に 収 納 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
連 結 部 材 ２ ３ は 、 上 端 が 屋 根 １ １ に 固 定 さ れ て お り 、 下 端 が 床 １ ３ に 固 定 さ れ て い る 。 こ
の 例 で は 、 各 連 結 部 材 ２ ３ は 上 下 に ２ 分 割 さ れ た 異 径 パ イ プ で あ り 、 そ の 連 結 部 分 に 粘 弾
性 ダ ン パ ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 粘 弾 性 ダ ン パ ３ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 大 径 （ メ
ス 側 ） の 上 パ イ プ ２ ３ ａ と 、 小 径 （ オ ス 側 ） の 下 パ イ プ ２ ３ ｂ と の 間 に 介 装 さ れ た 粘 弾 性
層 で あ る 。 粘 弾 性 体 を 用 い る こ と に よ り 、 通 常 の オ イ ル ダ ン パ を 用 い る も の に 比 べ 、 メ ン
テ ナ ン ス フ リ ー 、 低 コ ス ト と な る 利 点 が 得 ら れ る 。 但 し 、 ダ ン パ ３ １ と し て は 、 粘 弾 性 ダ
ン パ の ほ か に 、 粘 性 流 体 を 用 い た も の 、 摩 擦 式 や 電 磁 粉 体 ク ラ ッ チ 式 等 、 減 衰 効 果 を 有 す
る 他 の 様 々 な も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 連 結 部 材 ２ ３ は 、 粘 弾 性 ダ ン パ ３ １ の 作 用 に よ っ て 振 動 エ ネ ル ギ を 吸 収 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 ダ ン パ 特 性 に 応 じ て エ ネ ル ギ 減 衰 率 を 変 化 さ せ た り 固 定 さ せ た り す る こ と も
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で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 図 １ に 示 す 例 で は 、 連 結 部 材 （ ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル ） ２ １ は 車 体 １ ０ 中 央 部 に 、 連
結 部 材 ２ ３ は 車 体 １ ０ 前 後 端 寄 り に 設 置 さ れ て い る よ う に 描 か れ て い る が 、 こ れ ら 連 結 部
材 ２ １ 、 ２ ３ は 、 実 際 に は 車 体 １ ０ の 屋 根 １ １ － 床 １ ３ 間 の 相 対 変 位 が 大 き く な る 位 置 に
取 り 付 け る も の と す る 。 各 連 結 部 材 ２ １ 、 ２ ３ は 、 相 対 変 位 が 大 き く な る 位 置 に 応 じ て 、
一 つ の 車 体 １ ０ に つ き １ 個 で も 複 数 個 で も 設 置 で き る 。 こ れ ら 連 結 部 材 ２ １ 、 ２ ３ に よ っ
て 、 車 体 １ ０ の 弾 性 振 動 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 ス タ ン シ ョ ン ポ ー
ル ２ １ や 連 結 部 材 ２ ３ は 、 車 体 １ ０ の 床 下 に モ ー タ や エ ン ジ ン の あ る 箇 所 に 関 連 付 け て 設
置 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
連 結 部 材 （ ポ ー ル ） ２ ５ は 、 屋 根 １ １ の ク ー ラ ー 枠 １ ２ と 床 １ ３ 間 と を 側 板 １ ７ 、 １ ８ を
経 由 し て 結 ぶ よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の ポ ー ル ２ ５ は 、 窓 Ｗ の 中 央 部 の 補 強 部 材 と
し て の 役 割 も 兼 ね る 。 ポ ー ル ２ ５ の 下 端 は 、 車 体 １ ０ の 側 構 造 体 の す そ 部 に ま で 延 び て い
る 。 こ の ポ ー ル ２ ５ に よ っ て 、 側 板 １ ７ 、 １ ８ の 変 形 が 抑 制 さ れ 、 車 体 １ ０ の 剛 性 が 向 上
し て 車 体 １ ０ の 上 下 曲 げ 振 動 が 抑 制 さ れ る 。
な お 、 ポ ー ル ２ ５ の 下 端 は 、 車 体 １ ０ に 備 わ っ て い る 側 構 造 体 の 変 形 抑 制 用 の パ イ プ 材 や
骨 材 に 結 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 述 の 羽 目 板 １ ９ の 背 側 端 縁 は 、 ポ ー ル ２ ５ に 接 合 さ れ て い る 。 羽 目 板 １ ９ の 下 端 部 は 、
ポ ー ル ２ ５ の 下 端 部 （ あ る い は 側 構 造 体 の 変 形 抑 制 用 の パ イ プ 材 や 骨 材 ） に 結 合 さ れ て い
る 。 こ の よ う な 羽 目 板 １ ９ に よ っ て も 、 車 体 １ ０ の 剛 性 が 向 上 す る と と も に 、 側 板 １ ７ 、
１ ８ の 変 形 が 抑 制 さ れ る 。 な お 、 座 席 が ロ ン グ シ ー ト で は な く ボ ッ ク ス シ ー ト の 場 合 は 、
座 席 背 も た れ 板 に 羽 目 板 １ ９ と 同 様 の 役 割 を さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
連 結 部 材 ２ ７ は 、 羽 目 板 １ ９ 外 周 の 着 座 区 分 用 パ イ プ の 上 端 が 延 長 さ れ 、 屋 根 １ １ の ク ー
ラ ー 枠 １ ２ に 固 定 さ れ た も の で あ る 。 連 結 部 材 ２ ７ の 下 端 は 、 前 述 の ポ ー ル ２ ５ に 接 合 さ
れ て い る 。 こ の 連 結 部 材 ２ ７ に よ っ て も 車 体 １ ０ の 剛 性 が 向 上 し 、 車 体 １ ０ の 上 下 曲 げ 振
動 が 抑 制 さ れ る 。 な お 、 設 置 後 の 連 結 部 材 ２ ７ は 、 ス タ ン シ ョ ン ポ ー ル ２ １ と 同 様 に 、 乗
客 の 掴 ま る 柱 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ れ ら の 連 結 部 材 ２ １ 、 ２ ３ 、 ２ ５ 、 ２ ７ は 、 車 体 １ ０ を 大 幅 に 改 造 す る こ と な く 、 既 存
の 車 体 に 比 較 的 容 易 に 追 設 で き る 。 そ し て 、 こ れ ら の 連 結 部 材 ２ １ 、 ２ ３ 、 ２ ５ 、 ２ ７ で
車 体 １ ０ の 上 下 曲 げ 振 動 が 抑 制 さ れ る の で 、 乗 り 心 地 の 悪 化 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 車 体 の 剛 性 を 向 上 し て 上 下 曲 げ 振 動 を 抑 制 し 、 乗
り 心 地 の 悪 化 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 鉄 道 車 両 用 車 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 車 体 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 車 体 の 連 結 部 材 の 粘 弾 性 ダ ン パ を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 鉄 道 車 両 用 車 体 の 弾 性 振 動 の 発 生 状 態 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 車 体
１ １ 　 屋 根 （ 屋 根 構 造 体 ） 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ 　 ク ー ラ ー 枠
１ ３ 　 床 （ 床 構 造 体 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ ～ １ ８ 　 側 板
１ ９ 　 羽 目 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ １ 、 ２ ３ 、 ２ ５ 、 ２ ７ 　 連 結 部 材
２ ３ ａ 　 上 パ イ プ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ３ ｂ 　 下 パ イ プ
３ １ 　 粘 弾 性 ダ ン パ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ 　 ク ー ラ ー
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Ｗ 　 窓 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｓ 　 座 席

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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